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JENESYS2021 日ベトナム・オンライン交流 

（若手行政官・外交官交流）の記録  

 

１．概要 

【目的】ベトナムの将来を担う若手行政官や学生が、日本の行政や日本文化等に関する理解と関心

を深め、プログラム参加後には、日本の行政の知識に基づき、日々の業務で行政能力を向上させる

とともに、日本の魅力の積極的な発信者となることを主目的に、本プログラムを実施しました。 

 

【参加者】 ベトナムの行政官、大学生 計 60名  

 

【訪問地】 東京都 

 

【日程】 

日付 内容 参加者の質問・反応 

2022年 

3月 4日 

【ウェビナー・質疑応答】 

1. 外務省講義（動画視聴） 

「Cooperation on the ASEAN Outlook 

on the Indo-Pacific (AOIP)」 

 講師：外務省アジア大洋州局地域政策

参事官室 首席事務官 林 弘毅氏 

2. 経済産業省講義 

「インド太平洋地域における取組につ

いて」 

講師：経済産業省通商政策局通商戦略室 

係長 吉永 尚平氏 

経済産業省の講義終了後、参加者からは、 

「脱炭素の取り組みをしていくうえで、

日本の CCUS 技術（Carbon Capture, 

Usage and Storage技術）は研究段階と

聞いているが、この段階でアジア各国と

の協力は具体的にはどのような形で行う

のか」「ベトナムはまだ石炭火力発電に約

30%頼っている。この割合を下げるため

の支援というのはあるのか」等、今後の

エネルギー政策に関する質問がありまし

た。 

 

２．記録写真  
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2022年 3月 4日【ウェビナー・質疑応答】 

外務省講義（動画） 

2022年 3月 4日【ウェビナー・質疑応答】 

経済産業省講義 

  

2022年 3月 4日【ウェビナー・質疑応答】 

質疑応答 

2022年 3月 4日【ウェビナー・質疑応答】 

集合写真 

 

３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加社会人 

プログラムは有益でした。今、日本が関心を持っていて、協力を進めている領域についてより理解

することができました。例えば、法律、農業、公共政策等のように、日本政府（文部科学省）奨学金

留学生制度 、人材育成奨学計画 (JDS) のような留学制度の対象に合う分野にもプログラムの内容

を拡大してほしいです。 

 

 参加社会人 

本プログラムは、FOIP について日本の観点を直接聴くことができる良い機会でした。FOIP が内包

する事柄や具体的内容、あるいは FOIP における日本とベトナムの関係などについて理解が深まり

ました。講師は日本とベトナムの友好的協力関係について有益な多くの情報を提供してくれました。

可能であれば、次回は日本の FOIP と域内各国の戦略との関係についてより多くの情報共有をして

いただきたいと思いました。 

 

 参加社会人 

日本のインド太平洋地域に対する政策について、多くの情報を得ることができました。もし、ベト

ナムと日本の協力について、あるいは日本の（特にベトナムに対する政策について）より詳細な情

報を補足していただけるとさらに素晴らしいプログラムになったと思います。 
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４. 参加者の対外発信 

 

 

2022年 3月 4日（Facebook） 

今日はオンラインセミナーのため、2 回目の

JENESYS プログラムに参加することができま

した。「日が昇る国」の美しい印象の数々を思い

出しました。2011年、私は初めて日本を訪れま

したが、あの時も JENESYSプログラムでした。

おそらく、一度訪れた人は誰でも、決して忘れ

ることのできない印象を持ったことでしょう。 

2022年 3月 3日（Facebook） 

＃JENESYS 素晴らしいミーティングをありが

とうございます！ 

 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


